
第19回

グローバル・フィデューシャリー・シンポジウム

本シンポジウムは、 年金プランスポンサーやアセットオーナーを 対象とし、持続的な成
長と回復力を持つポートフォリオをどのよ うに構築するか、日本内外の専門家をお招き
し、知見を共有し ます。10日のDCセッションでは、成長著しい日本のDCプランを 成功
に導くための課題と戦略に焦点を当てます。11・12 日の メインシンポジウムでは、 DB
プランご担当者やアセットオーナー 向けに重要となるアセットクラスをカバー、投資リ
スクとリターンの 管理やガバナンス等について議論します。

2025年

11 10月 日
DCスポンサー・ラウンドテーブル
DCプログラム

2025年

11 11-12月 日
メインプログラム

会場 : ザ・リッツ・カールトン東京 都営大江戸線・東京メトロ日比谷線 六本木駅直通/東京メトロ千代田線 乃木坂駅 徒歩3分

（年金基金、事業会社の年金関連部門、公的年金・共済組合）

　（信託銀行、投資顧問、証券会社を除く）
参
加
対
象



詳細・参加登録はこちら

11月10日（月） 10:00~12:20

日本の確定拠出年金の重要トピックについて、DCの制度管理・運営に取り組んでおられる他社

の方々と意見交換する機会です。意見交換は少人数で行い、日本の著名なコンサルタントや研究

者らが、皆さまの活発な意見交換をサポートします。

11月10日（月） 13:00~17:00

11月12日（水） 9:00~17:35

● 現在の地政学上の課題が市場にもたらす影響（仮） 
● アジアのアセット・オーナーと共に考える：国際比較において自国システムの課題をどう認
識し、インフレに加えたさらなる不確実性にはどう対処すべきか 
● 不確実な環境下における不動産投資戦略 
● 不確実性の時代における高品質株の役割──ナラティブ・リスクと複利効果の視点から 
●トランプ政権下のインフラ投資と日本の投資家へのインプリケーション 
● 日本のコーポレートガバナンスは進化しているか 
● OCIOの役割と効果的な活用方法（仮）
● 大規模アセットオーナーがその役割を果たすための取組について 
● 新CIOと議論する公的年金の現状と課題（仮） 

11月11日（火） 9:00~18:00

● 資産運用立国の実現と金融特区の役割 
● 米国リタイアメント・システムの変遷に学ぶ 
● インフレ下での企業年金の給付改善：DBの存在意義と将来 
● 国内株式市場における投資機会 
● 企業の成長戦略と投資家の役割
● 機関投資家ポートフォリオに米国不動産を組み入れる利点
● リアルアセット投資：豪スーパーアニュエーションの事例など（仮） 
● カナダの「メープル8」モデルの改良：リスク管理による収益向上のための民間市場配分 
● マクロ経済レジリエンスを高め、社会と投資家に必要とされる投資とは？ 
● ヘッジファンドやマルチアセット運用における今後の投資機会とその活用について 

お問い合わせ：グローバル・フィデューシャリー・シンポジウム事務局 gfs@mci-group.com 03-3508-9031 （平日10:00~17:00）

※参加無料　※事前登録制　※会場へのご来場者数には上限を設けております。
詳細・参加登録はこちら URL https://globalfiduciarysymposium.com/

● 確定拠出年金サービスの高度化に向けて
● 老後資産形成の社会実装に向けた諸課題と提言
● 米国DC市場は、加入者の変化するニーズに対応するためにどのように進展し続けているのか
～システムの継続的な進化の重要性：日本へのメッセージ～ 
● 企業型確定拠出年金（企業型DC）の加入者に寄り添った制度運営を目指して
～行動変容を促す投資教育のポイント～
● オーストラリア年金システムに学ぶ：ライフタイム・ペンションの成功と今後の進むべき道 
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